
山田紙工

二和印刷・伊勢原工場に受面板「プレシジョンプレート」新方式を納入

「紙粉の 50％以上の減少とムラ取り時間の大幅短縮」を実現
抜き工程の作業効率アップに大きく奏功

二和印刷㈱（堀野朝広社長、本社＝東京・中

央区銀座）は昭和 21年（1946 年創業）の紙器

印刷会社で、3年前の 10 月に神奈川県伊勢原

市に新工場を建設したのを機に、化粧品パッ

ケージ製造を柱にさらなる躍進を続けている。

化粧品や医薬品分野の紙器製造には、「最高

レベルの品質基準」が求められているが、同社

では「とくに打抜工程におけるムラ取り作業で

は、紙粉発生と “ムラ取り時間短縮 ”とのジレ

ンマがあり、これらの解決策についての取組み

をしてきた。

こうしたなか、㈱山田紙工（中村夏津代社

長、本社＝東京・板橋区）が開発した受面板

「プレシジョンプレート」新方式を導入したこ

とで、「紙粉が 50％以上減少したことと合わ

せ、ムラ取り作業時間がこれまでに比べ約

40％ほど短縮された」としており、打抜工程に

おける積年の課題となっていた “作業効率の向

上 ”を実現。

昨年秋に、二和印刷・伊勢原工場を訪ね、二

和印刷㈱・櫻井翔氏（製造部製造二課打抜係主

任）、新倉歩氏（同打抜係係長）に、現場サイ

ドの視点から、実際の作業効率アップの現状に

ついて話を聞いた。二和印刷㈱・堀野朝広社

長、薄井修工場長、西森修三・製造部部長なら

びに㈱山田紙工・山田信夫会長、中村夏津代社

長も同席した。

二
和
印
刷
は
2
0
2
1
年
10
月

に
、
創
業
75
周
年
を
記
念
し
て
、

大
井
第
一
工
場
・
第
二
工
場
・
戸

塚
工
場
の
3
工
場
を
集
約
し
て
、

伊
勢
原
市
の
工
業
団
地
に
約

3
3
0
0
㎡
の
敷
地
を
確
保
、
鉄

筋
4
階
建
て
の
新
工
場
を
竣
工
。

工
場
全
体
は
、場
内
照
明
・
陽
圧
・

空
調
・
動
線
な
ど
細
部
に
わ
た
り

働
き
や
す
い
環
境
作
り
を
最
優
先

に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
打
抜
工
程

を
2
階
に
設
置
し
て
い
る
（
本
誌

2
0
2
2
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9
月
号
既
報
）。

紙
器
パ
ッ
ケ
ー
ジ
工
場
の
打
抜

工
程
に
お
け
る
ム
ラ
取
り
作
業
に

つ
い
て
、
櫻
井
主
任
は
「
弊
社
に

お
い
て
は
積
年
の
課
題
で
あ
り
、

大
井
工
場
の
時
代
か
ら
、
も
っ
と

い
い
方
法
が
な
い
か
と
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
と
く
に
弊
社
で

は
、
化
粧
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
多
く

扱
っ
て
い
る
関
係
で
、
多
面
付
け

が
多
く
、
こ
の
作
業
に
か
な
り
の

時
間
を
割
い
て
い
ま
し
た
」。

「
た
と
え
ば
9
面
付
き
の
化
粧

品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
場
合
で
す
と
、

ム
ラ
取
り
作
業
時
間
に
は
平
均
3

時
間
以
上
か
か
る
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
使
用
す
る
板
紙
の
種

類
に
よ
り
、
紙
粉
が
多
く
出
る
も

の
も
あ
る
ほ
か
、
ム
ラ
取
り
時
間

を
短
縮
し
よ
う
と
し
て
、
打
抜
圧

を
上
げ
る
と
ヒ
ゲ
状
の
紙
粉
が
出

て
き
て
し
ま
い
、
こ
の
相
反
す
る

問
題
の
解
決
に
取
組
ん
で
き
ま
し

た
」
と
語
る
。

二
和
印
刷
で
は
化
粧
品
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
多
く
手
掛
け
る
関
係
か

ら
、
硬
い
板
紙
を
使
用
す
る
こ
と

が
多
い
だ
け
に
、
抜
圧
の
調
整
に

は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

新
倉
係
長
は
「
抜
圧
を
高
く
し

て
し
ま
う
と
、
紙
粉
が
出
や
す
く

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
面
板
や
抜

刃
を
傷
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
、
課
題
解
決
に
取
組
ん
で
い
ま

し
た
」
と
語
る
。

プレシジョンプレートを装着した自動平盤打抜機の前で。右
は櫻井主任、左が新倉係長
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山
田
紙
工
で
は
40
年
以
上
前
か

ら
こ
の
点
に
着
目
、
紙
器
パ
ッ

ケ
ー
ジ
工
場
に
お
け
る
抜
工
程

で
、
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

点
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い

る
。①

ム
ラ
取
り
時
間
短
縮
の
た
め

抜
圧
を
上
げ
る
と
、
製
品
に
大
き

な
ヒ
ゲ
状
の
紙
粉
が
で
き
、
除
去

作
業
に
苦
労
し
て
い
る
。
②
キ
ス

カ
ッ
ト
を
要
求
さ
れ
、
ム
ラ
取
り

後
に
切
れ
て
い
た
部
分
が
切
れ
な

く
な
り
、
ム
ラ
を
取
り
直
し
、
最

初
に
と
っ
た
部
分
が
切
れ
な
く
な

る
と
い
う
繰
り
返
し
を
し
て
い

る
。
③
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
レ
ー
ト

の
位
置
決
め
に
時
間
が
か
か
る
。

④
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
レ
ー
ト
の
固

定
に
テ
ー
プ
等
を
使
用
し
、
そ
の

あ
と
、
剥
が
し
跡
が
残
り
、
汚
く

な
る
。
⑤
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
レ
ー

ト
の
硬
度
が
軟
ら
か
い
た
め
、
余

計
に
掘
れ
て
し
ま
い
、
製
品
が
面

板
に
貼
り
つ
い
て
し
ま
う
―
な
ど
。

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
開

発
さ
れ
た
の
が
「
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン

プ
レ
ー
ト
」
で
、
二
和
印
刷
・
伊

勢
原
工
場
に
は
昨
年
夏
、
納
入
さ

れ
た
。
自
動
平
盤
打
抜
機
の
な
か

の
1
台
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た

の
は
、
山
田
紙
工
製
の
「
1
㎜

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
レ
ー
トN

SS 

1500SP

」
で
、
硬
度
H

 

V

 

4

 
6
 

0
、シ
ョ
ア
62
度
、
比
重
7
・
75

と
い
う
ス
ペ
ッ
ク
を
持
つ
。

山
田
紙
工
の
山
田
会
長
は
「
開

発
か
ら
40
年
を
経
た
メ
イ
ド
イ
ン

ジ
ャ
パ
ン
の
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
プ

レ
ー
ト
。
本
体
は
ス
ポ
ッ
ト
式
マ

グ
ネ
ッ
ト
か
ら
全
面
シ
ー
ト
に
な

り
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
を
活
か
し
た

こ
と
で
、
ム
ラ
取
り
時
間
を
大
幅

に
短
縮
で
き
る
こ
と
が
、
最
大
の

特
徴
で
す
」
と
語
る
。

「
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
プ
レ
ー
ト
」

は
、
こ
の
カ
ッ
テ
イ
ン
グ
プ
レ
ー

ト
（
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
）
1
㎜
の

下
に
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
（
全

面
吸
着
お
よ
び
ク
ッ
シ
ョ
ン
）
1

㎜
、
さ
ら
に
面
板
本
体
（
台
座
）

3
㎜
の
5
㎜
厚
の
面
板
新
方
式
と

し
て
使
用
す
る
。

櫻
井
主
任
は
、「
プ
レ
シ
ジ
ョ

ン
プ
レ
ー
ト
を
採
用
し
た
こ
と

で
、
紙
粉
は
平
均
的
に
は
50
％
以

上
減
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
面

付
数
に
も
よ
り
ま
す
が
、
面
取
り

作
業
時
間
は
3
時
間
以
上
か
か
っ

て
い
た
も
の
が
、
1
時
間
半
か
ら

2
時
間
く
ら
い
ま
で
短
縮
。
圧
が

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
ム
ラ
取
り
テ
ー
プ
の
使
用
量

も
減
少
し
ま
し
た
。
刃
交
換
を
す

る
目
安
を
こ
れ
ま
で
は
、
15
万

シ
ョ
ッ
ト
前
後
で
し
た
が
、
伸
び

る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
」

と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
る
。

新
倉
係
長
は
、「
さ
ら
に
抜
刃

に
対
し
て
ソ
フ
ト
に
あ
た
る
の

で
、
よ
り
高
い
キ
ス
カ
ッ
ト
が
実

現
で
き
る
ほ
か
、
今
ま
で
以
上
の

耐
久
性
が
維
持
で
き
、
セ
ッ
ト
替

え
の
時
間
短
縮
に
大
き
な
効
果
を

期
待
で
き
ま
す
」
と
語
っ
て
い
た
。

山
田
紙
工
が
提
唱
す
る
問
題
解
決
の
た
め
の
受
面
板
「
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
プ
レ
ー
ト
」

新方式の「プレシジョンプレート」左から薄井工場長、堀野社長、西森製造部部長
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